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酒造好適米新品種「西都の雫Jの育成

金子和彦・羽嶋正恭

Study on a New Rice Variety ‘Saitonoshizuku' for SakθBrewing 

Kazuhiko KANEKO and Masayasu HAJIMA 

Abstract. A new rice variety ‘Saitonoshizuku' used for sake brewing was developed 

by crossing‘Kokuryoumiyako'as a mother plant and‘Saikai no. 222'as a father plant 

in 2004.The present study tried to determine the characteristics ofSaitonoshizuku'. 

It was found 

that the heading and maturity time of the new rice variety were almost the same 

as of‘Yamadanishiki'， which is widely used forsake brewing. The length of its culm 

was shorterby 30 cm and 20 cm than that of mother plant‘Kokuryoumiyako' and 

‘Yamadanishiki'，respectively. The degree of lodging resistance in new variety was 

higher than that in motherplant and‘Yamadanishiki'. The plant of new variety was 

characterized with the heavy panicle type like as mother plant‘Kokuryoumiyako' . 

The yield was higher than the mother plant and similar or in some cases higher 

than the ‘Yamadanishiki'. The grain size is bigger than mother plant and slightly 

smaller than‘Yamadanishiki'.Almost all of the grains were found with flat white 

core. The protein content in hulled and milled rice is low like as‘Yamadanishiki' 

and， sake made from the new variety is good in taste. 

緒言

県内酒造会社からの山口県オリジナル酒造好適米の

要望もあり、山口県で、は、水稲復古品種「穀良都」

の栽培に取り組んできた。

「穀良都j は 1889年(明治22年)に山口市小鯖

(旧吉敷郡小鯖村)の伊藤音市が「都」から選抜・育

成した品種であり、優良品種として、最盛時には県

内だけでなく、中国・四国・近畿・九州・関東・朝

鮮半島まで広範囲に栽培されていた。昭和 20年代

後半には栽培されなくなったが、用途としては主食

用に加えて、酒造好適米としても高く評価されてお

り、昭和初期に出版された酒造解説書「清酒製造精義J

にも「亀の尾jや「山田穂」と同列に取り上げられ

ている(金子ら、 2001)。

1995年の山口県農業試験場 100周年記念行事に

併せて、過去に県内で栽培されていた水稲主要品麓

の種子を農林水産省生物資源、研究所から購入・栽培

(2006，11，10 受理)

し、生育・収量・品質調査を行った結果、「穀良都」

は大粒で心自の発現が良好で、玄米タンパク含有率

も低いことが明らかとなった。また、 1996年に山口

県工業技術センター(現産業技術センタ )で、行っ

た酒造試験でも酒造好適米として高い評価が得られ

た(中市ら、 1997)。これらの結果を受けて 1997

年に純米酒統一銘柄「長州浪漫」の原料米として「穀

良都」の県内での栽培が開始された。その後「長州

浪漫」は県内 13の酒造会社で製造され、「穀良都」

の作付面積は 2000年に県内で 6.7haまで増加した

(金子ら、 2001)。

しかし、生産面では、稗長が長く、耐倒伏性が劣

ること、収量性が劣ることが問題となった。また、

実需面では低い収量牲が価格の高騰につながること、

心自が粒の中心部よりやや盟側に寄っているため高

度精白が臨難であること等が開題となった。

そこで、「穀良都」以上の酒造適牲を持ち、酎倒伏性、

収量性等栽培特性の優れる新たな山口県オリジ、ナル

酒造好適米品種を目標に育種に取り組んだ。
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なお、本研究における白葉枯病抵抗性検定試験に

ついては宮崎県農業試験場作物部の御協力をいただ

いた。

また、酒造適性試験については県産業技術センタ

ー食品技術部の柏木享部長(当時)、椎木幹夫専門研

究員(当時)、県内2社の酒造会社の御協力を、現地

試験にあたっては豊田農林事務所(現下関農林事務

所)、山口農林事務所防府支所(現山口農林事務所)

の御協力をいただいた。ここに記して深く謝意を表

する。

育種目標及び育成経過

1育種目襟

「穀良都」は山口県内で育成された品種であり、玄

米タンパク含有率が低く酒造適性は高いが、長秤で

耐倒伏性が劣り、収量性もやや劣った。一方、九州

農業試験場(現九州沖縄農業研究センタ )が育成

した「西海222号j は酒造適性の優れる「山田錦J

が母親で、あり、短稗で耐佃j伏性が優れ、大粒で収量

性も優れるが、玄米タンパク含有率が高く、酒造適

性がやや劣った(高橋ら、 1997)。そこで、「穀良都」、

「西海222号j を育種親とし、酒造適性が高く、短

強稗で耐倒伏性に優れ、収量性の高い山口県オリジ

ナルの酒造好適米品種の育成を目標とした(第 l図)。

部 一一殺良部「

ト|基l都の三13
山田鎖il-， 

ト i山村正22 2~ヲJ
89H624-l 

第 1図 「西部の雫」の系譜図
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2育成経過

第 l表に育成経過を示した。

1)交配及び集団養成

1997年8月に「穀良都Jを母本、九州農業試験場

が青成した短稗酒造好適米系統「西海 222号jを父

本として交配を行い、807粒のFj種子を得た。また、

同年 10月から温度を 25
0

Cに設定した世代促進用ピ

ニルハウス内で、Fj集団の栽培を行いF2種子を得た。

さらに 1998年6月から 10月まで、ほ場でF2集団、

10月から世代促進用ピニルハウス内でF3集団の栽

培を行いF4f重子を得た。

2)個体選抜、系統選抜

1999年にF480 {国体を供試し、秤長や玄米の粒

大、心白の発現率・形状等により、 10個体を選抜し

た。さらに 2000年にこの 10個体を系統とし、 1系

統30株を6月 18日に移植し、収量性、玄米タンパ

ク含量の項目を加えた調査結果から 4系統を選抜し、

「や系酒1号J~ Iや系酒4号Jの系統名を付した。

3)系統生産力検定

2001年に「や系酒 l号J~ Iや系泊4号」を系統

生産力検定に供試した。試験は各系統 l区120株2

反復で5月31日移植で、行った。また、栽培特性に加

えて精米持の砕米発生率・白米消化性等の酒造適性

を県産業技術センタ で調査し、「や系酒4号J~選

抜した。

4)作期移動試験

2002年に「山育酒 1号」の系統名を付した「や系

i酉4号Jを5月 15日、 6月 14自に移植し、生育ス

2004 
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テ ジ・収量・玄米外観品質等の調査を行った。試

験区は 2反復、移植は 1株3本の手植えとし、栽植

密度は 22.2株/rri、施肥は窒素成分8kg/lOaで緩

効性肥料を全量基肥施用とした。

5)現地調査

2002年に「山育漉 l号」のlOa規模の現地栽培

を山口市小鯖の農家ほ場で、行った。また、 2003年に

佐波郡徳地町(現山口市徳地)と豊浦郡豊田町(現

下関市豊田町)で計 130aの現地適応性試験を行つ

た。

6)施肥反応試験

2003年に「山育酒 l号ム比較・対照品種として「穀

良都」、「山田錦」を供試して施肥反応試験を行った。

試験は 2反復で、施肥量は窒素成分で、基肥が2

kg/10aと4kg/10aの2水準、穂日巴が出穂前 18日

と10日に各2kg/lOa、出穂前 18日のみ2kg/lOa、

出穂前 10目前のみ2kg/lOaの3水準の組み合わせ

計6水準とした。移植は5月28日、 1株3本手植え

とし、栽植密度は 22.2株/rrlとした。

7)特性検定

葉いもちほ場抵抗性検定は 2002年、 2003年に山

口農試本場で、穂、いもちほ場抵抗性検定は 2003年

に山口農試徳佐寒冷地分場で、白葉枯病抵抗性検定

は2003年に宮崎県総合農試で、穂発芽検定は 2003

年に山口農試本場でそれぞ、れ行った。

8)酒造適性試験

2002年に、選抜した IJ11育酒l号J(1や系酒4号J)

の60%精米 100kg規模の酒造試験を産業技術セン

ターにおいて行った。また、2003年には「山口酒l号」

となった同系統の酒造試験を同センターで継続する

とともに、県内酒造会社2社で試験醸造を行った。

9)品種登録出願

2004年 12月に「西部の雫」の品種名で品種登録

出願を行った。

特性の概要

1形態的特性

草型は「穀良都」、「山田錦」と同じ穂重型で、葉身

の色は両品種より濃い。また、止葉商立程度は“中"

でやや下垂する。稗長は「西海 222号」よりやや

長いが、「穀良都j より 30cm程度、「山田錦Jより

20cm程度姐い。また、稗は、太さが“中"、剛柔は“や

や両日"で「穀良都」、「山田錦jよりやや硬い。穂数は「穀

良都」より多く、「山田錦」よりやや少ない。穂長は“長"

で、着粒密度は“密"、知い苦が“中"程度発生する。

玄米は大粒種に属し、千粒重は「穀良都」より重く、

「山田錦」よりやや軽い。形状は厚さ、幅ともほぼ、「山

田錦」並であるが、長さがやや短い。心自の多少は

“多"、大小は“大"で、中心部に線状に現れる形状

である。玄米外観品質は「穀良都ム「山田錦J並で

ある(第2表、第2図、第3圏、第4圏、第5図)。

2生態的特性

出穂期、成熟期は「穀良都」より遅く、「西海222

号Jより早い「山田錦J並で、県内では「“晩生の早"J

の生態的特性を有する。

試験を行った山口市、豊田町では 5月下旬に移植

した場合、出穂期が8月下旬、成熟期が 10月上旬と

なる(第3表、第5表)。

また、 5月中旬に移植した場合は出穂期が8月中

旬、成熟期が9月下旬となり、 6月中旬に移植した

場合は出穂期が9月上旬、成熟期が 10月上旬となる

(第6表)。

脱粒牲は「穀良都」と同様、“やや易"である(第

2表)。

3収量性

f穀良都」より穂、数、抵当たり籾数は多く、千粒重

が重いため、収量は 20~ 30%程度多い。また、「山

田錦Jと比べると千粒重がやや軽く、穏数はやや少

ないが、 l穂籾数、 rrl当たり籾数が多いため、収量

は並~やや多となる(第3表、第4表)。

4病害、障害抵抗性

1)酎倒伏性

稗長が「穀良都」、「山田錦Jより短く、稗がやや

使いため、耐倒伏性は両品種より明らかに優れる(第

2表、第3表)。

2)いもち病抵抗性
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第 Z表 「西部の雫」の形態的特性

品紹名
止薬の 玄米品質 耐倒伏性脱粒性

草型 秤長 秤の剛柔 葉身の色着粒密度せの多少で長
直立程度 総評光沢心白 胴剖

西都の雫穏重型 やや長 やや剛 中 濃緑 密 中 短上の下良多・大極少 やや弱やや易

殺良都 穏重型 極長 中 やや垂 緑 密 無 一上の下良多 ・やや大極少 極弱 やや易

山田錦 穏重型長 中 やや立 淡線 中 無 ー 上の下良極多 ・大極少 j号 円タヴ

第3表系統生産力検定結果(2001年 山口農試本場)

li¥松191 成総!日1"，'1占 拠.11之 総数 倒伏 +，';玄米ili I，UlC千粒ili 玄米の大きさ (mm) 品目 l粒中の心白
品種名

(JI • FI) (JI・日) (cm) (cm) (本1m)(0-5)作呂laと1.9mm)比率 包 1之さ 川 J'，1さ 而有'lli'J合併)

西部の雫 8/25 10/9 89乙己( 295 0.3 67.9 129 26 5.38 3.2 2.1 l.0 52 
(比)穀良部 8114 9/26 125 23.6 246 3.5 52.5 100 24 5.25 3.1 2 l.0 44 
(参)西海222号8/25 10/12 81 2l.3 284 0.0 67.7 129 27 5.35 3.2 2.2 2.0 70 
(参)山田錦 8/23 10/10 115 2l.9 326 2.0 63.3 121 26 5.55 3.2 2.1 l.0 57 
注1)品質は食糧事務所の検査による特、l、2、3、外の等級

注2)玄米の大きさ及び心白の而積割合はサタケのRiceImage Analyzerによる

第4表粒厚分布調査結果 (2001年 山口農試本場)

三主三2.2ππm 川，Ul庄r: 2.2r汀mr汀m> 川，;Jリ左 2.1mm> 1， 

!占μ仏lhM仙ll山"純 .系統名 上比ヒヰ率昔 =孟~2 . 1 mm 上比ヒさ牛率キt~ 孟~ 2.Omm 上比ヒ司率号 2三三1.9rnm 上比七率 比率

(ω(%) 怯(%)司 (%)ω 例同開)
西部の雫 9.6 4.8 57.6 28.8 75.0 37.5 44.4 22.2 13.4 6.7 
(比)殺良部 0.8 0.4 14.5 7.3 49.5 24.8 84.1 42.1 51.1 25.6 
(参)凹海222¥" 62.7 31.4 76.1 38.1 37.7 18.9 17.1 8.6 6.4 3.2 
(参)山田宮市 17.9 9.0 73.0 36.5 61.8 30.9 32.7 16.4 14.6 7.3 

注)玄米200gで調査

第2図 「四都の雫」の草姿

第4図 「穀良部J(左)I西部の雫J(中)

「山田富市J(右)の玄米
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第3図 「西部の雫」の籾 玄米

第5図 「西都の雫」 の玄米断面
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第 5表 現地適応性試験結果(2003年)

玄米 ム玄米
出穏期成熟期秤長穏長 秘数精玄米重 l穂籾数rrl当籾数 登熟歩口 検査等級

試験場所 千粒重 れIJ¥Oク合右率

ぴJ.日)(月.日)(c m) (c m) (本/rrl) (kg/ 10a) (* 1 00)ε(%)  
徳地町岸見 8.29 10.9 75 20.5 214 367 88.2 187 26.8 83.4 6.2 3 
箆田町大河内 8.29 10.8 81 21.2 220 390 105 231 24.6 7.3 タト
注1)移植期は徳地町岸見が6月11日、豊田町大河内が5月30日
注2)精玄米重の飾日は徳地町岸見が2.0mm、i芝田町大河内カ'1.9mm

第6表 作期移動試験結果(2002年 山口農試本場)

移植矧 品種名
出程lWl 成熟期 F51長 税i長 穂数 倒伏 精玄米重 玄米

ミ三1.7mm 千粒重
し、{同 玄米外観
J 品質

(月.日)(月.日) (c m) (c m) (本/凶)(0~5) (培/10a) ~ (0~5) (l ~9) 

西部の雫 8.14 9.23 84 21.7 334 0.5 622 23.1 3.0 7.5 

5FJ 15日 B本町j 8.3 9.6 83 20.8 379 1.3 710 21.8 0.3 5.5 

ヒノヒカり 8.9 9.20 90 19.7 428 。630 19.6 2.5 6.0 
-・ ・・・唱島司，...............................・・・・・..." ................・."..... ........冒・・ ・・・・・・4・4・・・ーー・ーーーーーーー....・・.. -ー・・ー・ ・・・啓司6・t啓司6・・・......ーーー・・司事，ー...晶且・・ ・・・・・・・・.......咽6・....."""."

西部の雫 9.2 LO.lO 77 19.0 300 O 510 25.5 4.0 7.0 
6J=J 14日日本sil; 8.20 9.26 76 19.8 400 0.3 582 22.3 0.2 4.8 

ヒノヒカ 1) 8.27 LO.5 72 19.0 377 O 518 21.5 0.5 6.0 
注)栽秘密度:22.2株/rrl、l株3本手納え、施JJI:!(N): 8 k gl10a(緩効性JJ部制定!ll:!全rH施1m、2反復

第7表 mいもちほ場抵抗性検定結梨(山口良試本場)
2002年

!日夜i名 発生程度判定
(0~10) 

IJl可部の雫 5.5 

(比)コシヒカリ 5.7 

(比)日本附 4.3 
(比)ヒノヒカリ 5.5 
注1)畑娩拐による

~N 

ss 
やや弱

54 

2003年
発生官官守Ij定
(0~10) 

6.5 
6.2 

4.7 

5.7 

弱

44 
やや弱

司言

注2)撚種目:2002年は6月28日、 2003年は7YJ 13日、
播程呈区100粒、z反復

第9表 自葉枯病ほ場抵抗性検定結果

(2003年宮崎総合農試)

出程耳切
日種名 発病程度判定

(月・臼)

商都の雫 9.2 8.3 

山田針 8.31 10.4 やや弱
(比)ミナミヒカリ 9.5 9.1 中

注1)移植
2反復

注2)II群I舗を8月20日にせん葉接種、 9月9
~10日に発病程度を調査

葉いもちほ場抵抗性は“弱"である。また、穂いも

ちほ場抵抗性は「中」である(第7表、第8表)。

3)白葉枯病抵抗性

宮崎県総合農業試験場での抵抗性検定結果では“中"

である (1山田錦Jは“やや弱")(第9表)。

4)穂発芽性

穂発芽性は「穀良都」、「山田錦」と同様“やや易"

第8表穏いもちほ場抵抗性検定結果
(2003年 山口農試徳佐寒冷地分場)

発生l'j[)史 (0~10)
泊料:名 判定

十28 十35
fJj;j者Rの雫 2.8 3.7 中

(比)ヒノヒカリ 2.3 5.7 やや弱
注1)移梢WJ:6PJ10日、 l区14株、 2皮復
注2)表の+は出穂後日数

第10表現!先立:検定結果

(2003年山口良試本場)
7日日 判定

盟二組
full稲名

西都の雫 6.0 やや易

(辻)中生新千本 5.0 中
コシヒカリ 2.3 到[

日本精 3.7 やや日lf:
ヒノヒカリ 2.0 難

山田自B 6.0 やや易
殺良部 5.5 やや易
注)11月10日から280Cに設定した
恨むii器で実施、各品種3穂2反復

である(第 10表)。

5酒造適性

1)タンパク含有率

玄米及び白米のタンパク含有率は「西海 222号」、

「穀長都」より低く、「山田錦」並である(第 12表)。

2)心白の発現率、形状及び揖精試験

心自の発現率は 1111田錦jよりやや低いが「穀良都J
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第11表施肥反誌試験結果(2003年山口農試本場)

試験区 成寄与J朝調資
品種・系統名 Mr.2-:f，苦sO[穏;，oITrl:l特期 成熟期 稗長 穏!長 穂数由j伏籾籾需給籾if{籾玄米司I精玄米軍精玄米軍rrl当籾数殻熟歩合千粒君主米タ山ザ玄米外観

(kgl¥11 Oa) 何回) (月日 (cm) (cm) (本/ぱ)(O~ o)休g/a) (kg/a) (kg/a) (1.9mm豆)(2日mm壬)(X 100) (%) (1.9mm~) 背景 品質

(kg/a) (kg/a) ω (%/Dry) (1.9) 
2 0-2 8月25日 9月25日 6864Z22I己2;4189O 562461550347232524681625-1 7.5 b.8 
2-2-0 8月25日 10月1日 0.566.9 65.5 53.6 49.2 31.4 331 74.6 24.8 7.8 7.5 

山口1酋l号 2-2 2 8月25日 10月l臼 86 22244 0.5 68.1 66.8 54.6 50.7 34.9 266 77.3 25.1 7.8 7.3 
402  日月25日 9月28日 85 21 239 0.5 64.0 63.1 51.7 48.6 32.9 242 80.0 25.0 7.4 7.3 
420  8月25日 10月1日 85 21 229 0.5 67.2 65.9 53.7 49.6 33.5 250 77.1 25.0 7.6 7.5 
4-2-2 8fl25日 10月l日 84 21 240 0.5 70.9 69.2 56.9 52.3 33.8 233 80.1 25.3 8.4 6.9 
2 0-2 8flll B 9月14日 103 22 174 2.5 57.0 55.6 44.9 36.1 14.6 235 62.1 23.0 7.7 (.U 
2-2-0 8月llB 9月15B105 23202 2.5 59.8 58.4 47.0 38.7 17.5 265 67.9 23.1 7.6 6.4 

{比)穀良都 2-2 2 8月11B 9月15日 108 23 193 3.0 59.7 58.1 46.7 39.3 13.5 245 56.8 22.9 8.2 6.8 
4 0-2 8月11臼 9月14日 106 22 199 2.5 59.3 57.9 46.7 35.8 12.6 240 59.3 22.9 8.0 6.7 
4-2 0 8月11日 9月15日 105 23 184 2.8 60.6 59.0 47.6 37.4 16.0 274 66.2 23.0 7.7 6.7 
4 2-2 8月11日 9月15日 108 23 185 3.2 62.2 60.5 48.9 38.3 14.1 242 73.2 23.1 7.9 7.2 
2-0-2 8月25日 10月1日 104 20 249 3.0 55.1 54.2 44.4 40.6 30.4 192 82.1 25.9 7.7 7.5 
2-2 0 8月25臼 10月1日 109 22 249 3.0 59.9 58.8 48.2 44.9 34.3 216 78.9 26.0 7.4 7.0 

(参)111田錦 2-2 2 8月25臼 10月1日 106 22 234 3.0 57.3 56.2 46.0 41.9 31.0 202 83.5 26.1 8.4 7.5 
402  8月25臼 10月1日 105 20 244 3.0 55.9 55.1 45.0 39.9 27.3 199 79.9 25.8 7.9 7.5 
4-2-0 8月25日 10月1日 107 21 253 3.0 59.1 57.9 47.3 42.4 29.8 219 74.8 25.5 7.6 7.2 
4 2-2 8月25日 10月1日 108 22 250 3.0 59.2 57.9 47.4 41.9 27.8 202 82.3 26.0 8.5 7.0 

第12表酒造適性試験結果(2001年山口県産業技術センタ ) 

玄米 (平均値) 白 米 白米沼化性

品種名 mタンパク 水分 千粒E 品lj米歩合 *11タンパ 水分千和'l.ill!Tf!'j米 M'米率 Brix F. N. 
歩合

%/Dry (%) w (%) %/Dry (%) w (%) (%) (ml) 
西部の雫 7.49 16.3 24.9 70.0 5.06 14.4 19.0 76.4 24.3 13.0 1.32 
毅良部 7.76 14.7 23.9 70目。 5.30 13.9 18.9 79.0 13.4 13.1 1.33 
沼海222号 7.92 16.3 26.0 70.0 5.82 14.3 20.3 78.2 29.8 13.6 1.43 
山閉鎖ii 7.51 16.5 26.5 70.0 5.37 14.4 20.2 76.3 33.5 13.3 1.35 

より高い。また、心自の形状は 1111田錦j と同じ線

状で、中心部分にあるため、 t島精時の砕米の発生が少

なく、高度指精が可能である(第5図)。

3)白米吸水性

白米はやや硬質で、吸水性は「山田錦」に比べて

やや低いが、吸水による割米は「山田錦」より少な

い(第 13表)。

第13表吸水性試験結果

(2003年 山口県産業技術センタ一)

品種名 酒母 初添 仲添 留添

13/18 13/13 13/15 14/印
西都の雫

133.2 127.8 128.5 129.9 
13/10 13/10 13/10 14/10 

山田錦
129.8 130.3 128.5 129.8 

注)上段:洗米浸漬('C/分)、下設:吸水歩合 C%)

せいぎく

4)製麹

品温の上昇が遅く、「山田錦」に比べて時間がかか

る。

5)醸経過

三段仕込みにおける醸経過は 1111田錦」と同様な

管理が可能である。また、同じ謬経過では「山田錦」

より溶解し難く、アルコールの生産量は「山田錦」

よりもやや少ない(第 14表)。

6)宮能評価

山口県産業技術センターにおける製成酒の官能評

価は「山田錦Jを原料としたものと悶様に良好である。

また、酒造会社2社による製成酒も同様に淡麗で切

れが良いという評価である(第 14表)。

第14表醸造試験結果(2003年山口県産業技術センター)

上潜 数量 CL) 7)しコー)1分(%) 日本酒度 酸度(ml) 純アルコ )V数量(L)
日程名 アミノ酸度上沼前清酒 上出f前清酒 上溶前清酒上潜前清酒 上鴻前 治酒

西部の雫 1.9 237 169 17.8 17.8 -3.0 -3 2.2 2.2 42 30.1 

山田錦 2.0 237 170 18.0 18.0 一3.0 -3 2.3 2.3 43 30.6 

能
価
一
好
好

官
評
一
良
良

注)70 %精米の白米 100kg~原料として調査
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栽培適地及び栽培上の留意点 が「やや易Jで「穀良都」、「山田錦」と同様脱粒し

「西都の雫」は生態的に「晩生の早」に属すること

から県内山間地での栽培は不適であり、また、酒造

好適米として粒大、心自の発現率が重要であること

から県内の中間地から平坦地での栽培に適している。

移植適期は、 5月中旬では生育量が大きく、収量

は多くなるが、千粒重の低下、心白の発現率の低下

がみられること、 6月中旬では生育量がやや小さく、

収量が低くなること等から 5月下旬から 6月上旬と

考えられる。

今田行った施肥反応試験では、基肥の窒素成分2

kg/10aと4kg/lOaとの差は無かった(第 11表)。

これは気象条件の影響が大きいと考えられるが、「西

都の雫」は「山田錦j 同様、比較的茎数が増加し易

い品種であると考えられるため、過剰な穂数・籾数

による千粒重の低下や心白の発現率の低下に結びつ

く基肥の多施用は避け、地力に応じて、窒素成分で

2 ~ 3 kg/10a程度とする必要があると考えられる。

また、穂肥は出穂前 18日と 10日の2岡、窒素成分

で各2kg/10a程度を施用すると収量が高くなり、玄

米外観品質も向上する(第 11表)0 1西都の雫」は「穀

虫都」や「山田錦Jより梓長が短く、耐倒伏性は優

れるが、下位節間の伸長により倒伏を助長する危険

性がある穂肥の早期施用は避ける。また、「西部の雫」

は玄米タンパク含有率が低い品種であるが、穂肥の

増量や出穂前 10日以降の施用は玄米タンパク含有率

の増加、酒造適性の低下につながるため、避ける必

要がある。

いもち病については葉いもち抵抗性が弱、穂いもち

抵抗性が中であり、適期防除が必要である。

「西都の雫」は「穀良都」や「山田錦」と同様、胴

部粒の発生が少ない品種である。しかし、 2003年

の豊田町における現地適応性試験では嗣割粒の発生

により検査等級が規格外となった(第5表)。これは

湛水の継続による根の活力低下、登熟期後半の多日

照、強風等複合的な要因によるものと思われる。また、

「西都の宣言」は穂重型で 1穂籾数の多い品種であるが、

施肥量、施肥時期の違いによる l穂籾数の増減によ

り、同じ気象条件でも出穂後の登熟に要する期間が

変化しやすい(第 11表)。酒造用途では胴割粒の発

生は大きな問題となるため、適正な水管理や適期収

穫が特に重要である。さらに「西都の雫Jは脱粒性

易いため、この点でも刈り取り時に注意が必要であ

る。

生産面からみれば、「西都の宣言」は耐倒伏性が優れ、

収量性も比較的高く、「穀良都jや「山田錦jより栽

培し易い品種であるといえる。また、実需面からみ

れば、収量性が高いことから「穀良都jや「山田錦J

より低い価格設定が可能であること、大粒で心白が

線状に粒の中心部に発生するため高度精自が可能で

あることから大吟醸酒、純米酒、一般酒等様々な清

酒の原料として利用が期待できる品種といえる。

「西都の雫」は 2005年から「地域特産品種Jとし

て県内で本格的に栽培が開始される。基本的に酒造

会社との契約による栽培となるが、今後も上記の品

種特性を活かし、酒造会社に求められる品質の米を

生産していくことが重要である。

命名の由来

山口県酒造組合連合会組合員から品種名を募集し、

農業試験場関係者で検討・選定した。

「西都の雫」は大内氏統治の室町時代に西の都と言

われた山口市で生まれた品種であることと日本酒を

イメージする「雫」に由来している。

摘要

1. 1穀良都Jを母本、九州農業試験場(現九州沖

縄農業研究センタ )が「山田錦」を母本として育

成した短稗酒造好適米系統「西海 222号」を父本と

して交配を行い

「西都の雫」を育成した。

2.出穂期、成熟期は「穀良都」より遅くJ西海222号」

より早い「山田錦」並で、県内では“晩生の早"の生

態的特牲を有する。

3.稗長は「西海 222号」よりやや長いが、「章受良

都」より 30cm程度、「山田錦Jより 20cm程度短い。

耐倒伏性は両品種より明らかに優れる。

4.草型は「穀良都j、1iJ-I田錦」と同じ穂、重型である。
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5.収量は「穀良都」に比べて収量は 20~ 30%程

度多く、「山田錦J並~やや多である。

6.玄米は大粒種に属し、千粒重は「穀良都」より

重く、「山田錦j よりやや軽い。心白の多少は“多"、

大小は“大"で、中心部に線状に現れる形状である。

7.玄米及び白米のタンパク含有率は「西海222号」

より低く、「山田錦」並である。製成酒の官能評価は

「山田錦」を原料としたものと同様に良好で、淡麗で

切れが良い。
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